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２
０
２
２
年
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ

る
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け
、

北
さ
つ
ま
出
品
対
策
協
議
会
設
立
総
会
が

４
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
薩
摩
中
央

家
畜
市
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
管
内
か
ら

種
牛
区
・
肉
牛
区
へ
の
出
品
を
目
指
し
、

「
チ
ー
ム
北
さ
つ
ま
」
と
し
て
川
薩
、
伊

佐
地
区
の
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
出

品
対
策
に
努
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

設
立
総
会
に
は
Ｊ
Ａ
や
薩
摩
川
内
市
、

伊
佐
市
、
さ
つ
ま
町
、
県
か
ら
畜
産
関
係

者
約
80
人
が
出
席
。春
田
和
則
会
長
が「
川

薩
、
伊
佐
地
域
は
県
内
で
も
名
だ
た
る
畜

産
の
先
進
地
域
で
、
過
去
の
全
共
で
も
天

皇
杯
に
輝
く
な
ど
数
々
の
栄
光
を
勝
ち

取
っ
て
い
る
。
鹿
児
島
大
会
に
は
当
地
域

か
ら
多
く
の
出
品
を
果
た
し
、
日
本
一
を

保
持
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
全
共
対
策
と
し
て
、
候
補

牛
造
成
の
た
め
の
計
画
交
配
、
飼
養
管
理

に
つ
い
て
の
指
導
、
指
導
技
術
向
上
の
た

め
の
講
習
・
研
修
会
の
開
催
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
今
年
度
は
、
成
雌
区
及

び
高
等
登
録
群
対
象
牛
の
掘
り
起
し
や
、

県
畜
産
共
進
会
上
位
入
賞
に
向
け
た
取
り

組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

全
国
和
牛
登
録
協
会
鹿
児
島
県
支
部
の

坂
元
信
一
副
支
部
長
は
「
川
薩
、
伊
佐
地

区
と
も
実
力
は
十
分
あ
る
。
２
連
覇
は
簡

単
で
は
な
い
が
、
皆
さ
ん
の
力
添
え
を
い

た
だ
き
良
い
成
績
が
出
せ
る
よ
う
頑
張
り

た
い
」
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

管
内
か
ら
の
出
品
目
指
し

北
さ
つ
ま
対
策
協
を
設
立

「
当
地
域
か
ら
多
く
の
出
品
を
果
た
し
た
い
」と
あ
い
さ

つ
す
る
春
田
会
長

管内からの出品を目指し「頑張ろう」と気勢を上げる出席者

「チーム北さつま」として出品対策に努めることを確認しました
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第12回全国和牛能力共進会鹿児島大会 開催テーマ

「和牛新時代　地域かがやく和牛力」



３
Ｊ
Ａ
出
向
者
が

実
績
や
成
果
発
表

　

担
い
手
・
法
人
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
北

薩
事
務
所
の
業
務
報
告
会
が
３
月
15
日
、

さ
つ
ま
町
の
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
本
所
で
あ
り

ま
し
た
。
北
さ
つ
ま
、
鹿
児
島
い
ず
み
、

あ
い
ら
の
３
Ｊ
Ａ
か
ら
出
向
し
て
い
る
４

人
が
、
２
年
間
の
業
務
実
績
と
成
果
を
発

表
し
、
今
後
の
課
題
や
対
策
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

北
薩
事
務
所
は
、
平
成
29
年
４
月
に
現

場
事
務
所
第
１
号
と
し
て
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
よ
り
現
場
に
密
着

し
た
支
援
体
制
で
、
Ｊ
Ａ
と
県
連
が
一
体

と
な
っ
た
担
い
手
・
法
人
対
策
（
共
同
対

策
）
を
展
開
。
行
政
や
関
係
機
関
と
の
連

携
も
強
化
し
、
農
業
者
の
所
得
増
大
や
農

業
生
産
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

北
さ
つ
ま
担
当
の
河
脇
大
作
さ
ん
と
原

囿
剛
さ
ん
は
、
専
任
指
導
体
制
の
整
備
に

よ
る
「
声
を
聴
く
運
動
」
の
実
践
や
、
若

手
農
家
の
サ
ポ
ー
ト
、
土
壌
分
析
に
基
づ

く
施
肥
改
善
の
提
案
な
ど
を
報
告
。「
農

家
か
ら
は
指
導
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
指
導
員
の
確
保
、
育
成
が
重
要

だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
い
ず
み
担
当
の
上
克
則
さ
ん
は
、

大
型
水
稲
農
家
へ
の
土
づ
く
り
資
材
の
推

進
や
新
規
就
農
者
の
確
保
と
育
成
、
外
国

人
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ
準
備
な
ど
を

報
告
。「
栽
培
技
術
指
導
に
努
め
る
ほ
か
、

管
内
農
家
の
労
働
力
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、
作
業
受
託
や
外
国
人
材
の
活
用
を
進

め
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

あ
い
ら
担
当
の
谷
村
正
一
さ
ん
は
、
担

い
手
支
援
（
Ｔ
Ａ
Ｆ
）
担
当
者
と
中
核
的

農
家
へ
の
同
行
訪
問
を
３
６
５
件
行
い
、

法
人
化
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
営
農
状
況
や
問
題
を
指
導
員
間
で
共
有

で
き
、
課
題
解
決
へ
素
早
く
対
応
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
は
職

員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
必
要
だ
」
と
語

り
ま
し
た
。

　

業
務
報
告
会
に
は
、
３
Ｊ
Ａ
や
Ｊ
Ａ
鹿

児
島
県
中
央
会
の
役
職
員
30
人
が
出
席
。

新
福
幸
廣
中
央
会
専
務
理
事
は
「
声
を
聴

く
運
動
の
強
化
と
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
機

能
の
発
揮
を
目
指
し
て
現
場
事
務
所
を
開

設
し
た
が
、
営
農
企
画
を
理
解
し
自
ら
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
せ
る
人
材
の
育
成

に
つ
な
が
っ
た
。
今
後
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

と
し
て
県
域
の
事
業
改
革
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
吉
野
康
一
所
長

は
「
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
現
場
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
継
続
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

薩摩中央家畜市場　2019年4月8日～ 9日

入場頭数 595頭
売却頭数 578頭

入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均
体重

kg
単価 前回比

雌 263 247 2,223,720 64,800 843,231 292 2,891 ▲9,137
雄
去 332 331 1,570,320 335,880 912,864 318 2,872 ▲65,537

総平均値 883,107 円　　　
前 回 比 39,879 円　安値
総売上高 510,436,080 円　　　

子牛せり市成績表（税込み）
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野
菜
ナ
ン
デ
モ
珍
百
景

■
東
郷
支
所
発　

薩
摩
川
内
市
東
郷

町
斧
渕
の
上
戸
健
次
さ
ん
（
64
）
が

収
穫
。
地
下
茎
に
１
～
30
㌢
の
タ
ケ

ノ
コ
15
個
が
連
な
っ
て
お
り
、
東
郷

支
所
の
職
員
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

３
Ｊ
Ａ
の
出
向
者
ら
が
２
年
間
の
業
務
実
績
な
ど
を
報

告
し
ま
し
た 担

い
手・法
人
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
北
薩
事
務
所
業
務
報
告
会
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定期人事異動（４月１日付）　　　　　※主任級以上

■参事級
氏 名 新　　部　　署 旧　　部　　署

森 園 正 文 参事（畜産担当） 参事（畜産担当）兼川内総合支
所長兼総務経済課長

■部長・考査役級
氏 名 新　　部　　署 旧　　部　　署

德 丸 仁 志 監査室長 総合対策部長兼債権対策課長

神 領 浩 行 総合対策部長兼債権対策課長 伊佐総合支所長兼総務経済課長

島 廻 一 也 総務部次長（子会社設立担当） 経済部次長兼燃料自動車課長

新 森 政 幸 生産部次長 生産部農産園芸課調査役

甫 立 　 洋 川内総合支所長兼総務経済課長 川内総合支所金融共済課長
狭 間 幸 弘 伊佐総合支所長兼総務経済課長 隈之城支所長

竹 隈 良 嗣 川内総合支所次長 総務部総務人事課考査役兼組
織整備担当

山 下 信 久 経済部葬祭課長（考査役） 薩摩支所長
山 下 英 樹 薩摩支所長（考査役） 監査室長
堂 込 裕 一 永利支所長（考査役） 東郷支所長

■課長・調査役級
氏 名 新　　部　　署 旧　　部　　署

白 石 周 作 総務部管理課長 生産部営農企画課係長水田ビ
ジョン兼青色申告担当

園 田 利 枝 経済部地域福祉課長兼訪問介護管理者兼通所介護管理者 経済部福祉課長

原 田 正 一 経済部燃料自動車課長本所ＳＳ長 経済部葬祭課長

蔵 内 正 文 経済部農業機械課調査役伊佐駐在 菱刈支所長

市 成 　 洋 共済部事故相談課調査役 共済部事故相談課係長

奥 平 正 彦 共済部共済普及課長 共済部共済普及課調査役推進
リーダー・川内担当

引 地 隆 雄 共済部共済普及課調査役推進リーダー・川内担当 入来支所長

生 駒 泰 晴 共済部共済普及課調査役推進リーダー・伊佐担当
共済部共済普及課調査役川内
担当

江 神 明 徳 共済部共済普及課調査役川内担当 高江支所長

岩 切 恒 和 共済部共済普及課調査役川内担当
生産部生産資材課調査役矢倉
配送センター担当

中 村 浩 久 共済部共済普及課調査役伊佐担当
生産部農産園芸課調査役伊佐営
農センター長・販売業務統括

今 村 　 博 共済部共済普及課調査役伊佐担当
共済部共済普及課調査役推進
リーダー・伊佐担当

松 本 　 拓 生産部営農企画課長 経営企画室経営企画課係長コ
ンプライアンス専任

内 山 達 矢 生産部農産園芸課長 生産部生産資材課長

岩下　淳一郎 生産部農産園芸課調査役営農指導員
生産部農産園芸課調査役川内
営農センター長

濵 田 達 郎
生産部農産園芸課調査役伊佐
営農センター営農指導統括兼
伊佐青色申告担当

生産部農産園芸課調査役伊佐
営農指導員統括兼伊佐青色申
告担当

北 野 正 文 生産部農産園芸課調査役川内営農
センター長 生産部営農企画課長

馬 立 健 次 生産部農産園芸課調査役伊佐営農センター長 生産部農産園芸課長

木 場 積 幸 生産部生産資材課長 山崎支所長

村 松 和 弘 生産部生産資材課調査役矢倉配送センター長 水引支所長

上 野 真 一 川内総合支所金融共済課長 川内総合支所金融共済課調査役

高 浦 利 和 山崎支所長 永利支所長

髙 田 竜 一 鶴田支所課長補佐所長代理兼経済担当
生産部販売業務課長補佐宮之
城ちくりん館長

神 丸 浩 治 水引支所長 上川内支所長
書 川 道 博 東郷支所長 こしき支所長

山之口　聖明 こしき支所長 川内総合支所総務経済課調査役総
務担当兼川内ガスセンター長

井 下 公 作 菱刈支所長 経済部農業機械課調査役伊佐
駐在

久 保 正 和 菱刈支所課長補佐所長代理兼店舗事務長
薩摩支所課長補佐所長代理兼
店舗事務長

■係長級

二 町 伸 市 経営企画室経営企画課係長コンプライアンス専任 金融部金融指導課主任

南 　 直 樹 総務部管理課係長 共済部事故相談課主任
徳 永 　 真 経済部葬祭課係長 経済部葬祭課係長伊佐忠元支配人
松ヶ野　晴己 金融部金融課係長（農業融資担当）金融部金融課主任
枝 元 英 樹 金融部金融指導課係長 金融部金融指導課主任
吉 満 清 司 共済部事故相談課係長 共済部共済普及課係長伊佐担当
税 所 利 光 共済部共済普及課係長さつま担当 共済部共済普及課主任川内担当

平 田 英 樹 生産部農産園芸課係長営農指導員・茶担当兼川内青色申告担当
生産部農産園芸課係長営農指
導員兼川内青色申告担当

宮 脇 晋 史 生産部農産園芸課係長営農指導員
生産部農産園芸課主任営農指
導員・販売専門員

内之倉　武士 畜産部畜産指導課係長事務担当 共済部共済普及課係長さつま担当

大 山 　 栄 畜産部畜産指導課係長営農指導員（青色申告担当）・川内担当
畜産部畜産指導課営農指導員・
川内担当

今西　正太郎 畜産部畜産指導課係長営農指導員・さつま担当
畜産部畜産指導課係長営農指
導員・伊佐担当

谷 山 裕 佑 川内総合支所金融共済課係長融資担当
金融部金融課係長融資専門員・
融資企画担当

久 保 悠 一 川内総合支所金融共済課係長共済担当
上川内支所係長店舗事務長・融
資担当

圖 師 祐 子 伊佐総合支所金融共済課係長店舗事務長
菱刈支所係長金融課長兼店舗
事務長

前 田 將 年 伊佐総合支所総務経済課係長 総務部管理課主任

東 　 明 美 薩摩支所係長所長代理兼店舗事務長（金融管理担当）
伊佐総合支所金融共済課係長
店舗事務長

大 塚 弘 和 薩摩支所係長所長代理兼経済担当 祁答院支所長代理経済担当

■主任級
氏 名 新　　部　　署 旧　　部　　署

原 田 幸 宜 経営企画室経営企画課主任 経営企画室経営企画課

二之宮　エミ 総務部総務人事課付主任共済連出向
川内総合支所金融共済課主任
共済事務担当

玉 利 伸 一 経済部燃料自動車課主任山崎ＳＳ担当
薩摩支所主任総合渉外・経済担
当

山 田 尚 洋 経済部燃料自動車課主任伊佐ガスセンター担当
経済部燃料自動車課伊佐ガス
センター担当

貴 島 和 則 経済部葬祭課主任川内担当 経済部葬祭課川内担当
松 岡 昌 弘 経済部葬祭課主任伊佐担当 経済部葬祭課主任さつま担当

湯 田 和 宏 金融部金融指導課主任 川内総合支所金融共済課主任

原 田 和 樹 共済部共済普及課主任さつま担当 共済部事故相談課主任

内 田　 大 共済部共済普及課主任川内担当 畜産部畜産指導課主任事務担当

栗屋野　友博 生産部営農企画課主任 生産部営農企画課主任青色申
告担当

宮之脇　幸喜 生産部農産園芸課主任営農指導員・集荷販売担当
生産部農産園芸課係長営農指
導員・特産担当

假 屋 和 文 生産部農産園芸課主任 生産部農産園芸課

耳 田 智 紀 生産部農産園芸課主任販売担当
生産部販売業務課主任伊佐産
直営業企画担当

森 元 昭 樹 生産部農産園芸課主任川内営農セン
ター営農指導員・集荷販売担当

生産部農産園芸課主任営農指
導員・川内担当

川 口 哲 也
生産部農産園芸課主任伊佐営
農センター営農指導員兼伊佐
青色申告担当

生産部農産園芸課主任営農指
導員兼育苗・選果担当

藏 内 秀 遠 生産部販売業務課主任伊佐産直センター営業企画担当
生産部生産資材課主任伊佐配
送センター兼菱刈・本城経済担
当

船 迫 俊 幸 生産部生産資材課主任 経済部葬祭課主任川内担当

中 間 浩 二 畜産部畜産指導課主任営農指導員・さつま担当
畜産部畜産指導課営農指導員・
さつま担当

簗 川　 誠 畜産部畜産指導課主任営農指導員・伊佐担当
畜産部畜産指導課営農指導員・
伊佐担当

大 野 隆 徳 畜産部畜産指導課主任営農指導員・川内担当 畜産部畜産指導課係長

吉 留 信 介 畜産部畜産指導課主任営農指導員・川内担当
畜産部畜産指導課主任営農指
導員

堂 脇 恭 代 川内総合支所総務経済課主任事務担当
川内総合支所総務経済課事務
担当

入 枝 巧 亘 川内総合支所総務経済課主任 経済部燃料自動車課主任川内
ガスセンター担当

堂 園 和 弥 川内総合支所金融共済課主任共済担当 入来支所主任店舗事務長代理

宮 野 文 寿 水引支所主任経済担当 生産部生産資材課主任

森 園 昌 孝 樋脇支所主任経済担当 隈之城支所主任店舗事務長・融
資・経済担当

脇　　 心 介 祁答院支所主任経済担当 祁答院支所経済担当
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●配属　　●抱負

堀
ほり た

田　雅
まさき

樹
●生産部生産資材課
●先輩たちを見て学び、一
人前になれるよう精いっ
ぱい頑張ります。

渡
わたなべ

邉　安
あ り さ

里紗
●金融部金融課
●正職員としての自覚を持
ち、一生懸命仕事に取り
組みます。

松
まつした

下　葵
あおい

●川内総合支所金融共済課
●１日でも早く、組合員の
皆様と先輩方に信頼され
るよう頑張ります。

寺
てらさこ

迫　あゆみ
●川内総合支所金融共済課
●他の職員と仲良くし、い
ろんなことにチャレンジ
したいです。

髙
たかやなぎ

柳　優
ゆう き

輝
●川内総合支所金融共済課
●職員としての自覚を持ち
日々励んでいきたいと思
います。

小
こ す が

須賀　翔
しょうた

大
●菱刈支所
●まずは鹿児島弁を覚えます。
精いっぱい頑張りますので
よろしくお願いします。

　ＪＡ北さつま入組式が４月１日、ＪＡ本所でありました。今
年度の新採用職員は６人。希望に胸を膨らませ、社会人として
の第一歩を踏み出しました。
　春田和則組合長から辞令が交付され、新採用職員は緊張した
面持ちながら決意を新たにした様子。生産部生産資材課に配属
された堀田雅樹さん（22）は「ＪＡ職員としての自覚と誇りを
持って精いっぱい努力し、地域農業の発展のため新人らしく元
気に取り組みたい」と誓いの言葉を述べました。

新採用職員６人が入組

長い間お世話になりました

８人が定年退職

下口　和幸（畜産部審査役）
蓑茂　和成（総務部次長）
甫立　誠（共済部共済普及課長）
東條　悟（鶴田支所長代理）
栗須　道弘（経済部燃料自動車課調査役）
藤田　藤観（畜産部畜産指導課調査役）
田中　優子（金融部金融指導課主任）
南薗　貞子（こしき支所主任）

蓑茂　和成下口　和幸

田中　優子藤田　藤観栗須　道弘 南薗　貞子

甫立　誠 東條　悟

春
田
組
合
長
か
ら
辞
令
を
受
け
取
る
新
採
用

職
員
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東 西 南 北 TOPICS

　薩摩川内市宮内町の新田神社で３月 21 日、春の訪れを告げ
る「早馬祭」がありました。色鮮やかな花や布、郷土玩具のポ
ンパチを飾った鈴懸け馬が、「シャンシャン」と鈴の音を響か
せ軽快な踊りを披露しました。
　五穀豊穣、牛馬の健康、商売繁盛を願う伝統行事。島津義弘
の朝鮮出兵の凱旋（がいせん）祝いが起源とされます。
　心配された雨も止み、境内には多くの見物客が集まりました。
農耕馬とポニーの５頭が、太鼓や三味線のにぎやかなはやしに
合わせてリズム良く踊り、見物客を魅了しました。

　伊佐市転入教職員着任式が４月４日、菱刈環境改善センター
でありました。今年度、市内の小・中学校に着任したのは 69人。
ＪＡ北さつまの山口利明常務は「昼夜の寒暖差がおいしい伊佐
米を育てる。毎日食べて、元気に子どもたちの教育に頑張って
もらいたい」とあいさつ。特産の「伊佐米」を贈り、歓迎しま
した。
　ＪＡからの贈り物に教職員も大喜び。「秋の黄金色に輝く田
んぼを見るのが楽しみ」「伊佐米をいっぱい食べて、活力ある
子どもたちを育てたい」と語りました。

　竹林を生かした町づくりに取り組むさつま町泊野地
区で３月 31 日、観光たけのこ園がオープンしました。
今年で 27 回目。鹿児島市や霧島市などから 42 家族
115 人が参加し、旬のタケノコ掘りを楽しみました。
　同町は全国有数の竹林面積を誇り、タケノコの生産
が盛んです。観光園では低価格で購入できるほか、収
穫後にはタケノコ尽くしの料理が振る舞われるとあっ
て人気を集めています。
　参加者は３カ所に分かれてタケノコ掘りに挑みまし
た。春休みで帰省中の福岡市の山本悠真君（８）は、
家族や祖父母と一緒に４回目の参加。「掘ってみない
と大きさが分からないので、とても面白い。今年は大
きいタケノコが取れてよかった」と笑顔を見せていま
した。
　昼食では刺し身やから揚げ、煮しめなどタケノコを
ふんだんに使った料理が振る舞われ、参加者はおいし
そうに味わっていました。

春の訪れを告げる早馬祭

伊佐米がプレゼントされ喜ぶ転入教職員

子
ど
も
た
ち
も
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た

伊佐市転入教職員着任式

特産の伊佐米を贈り歓迎

泊野観光たけのこ園オープン

収穫体験や料理を満喫

新田神社で早馬祭

鈴の音を響かせ軽快な踊り
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TOPICS

　ＪＡ北さつま少量多品目産直部会は３月 19 日、ＪＡ本所で
研修会を開きました。種苗メーカーがサツマイモやカボチャな
どの品種紹介を行い、特性や栽培ポイントについて説明しまし
た。また、ＪＡ県経済連は農業用生分解性マルチなどの園芸資
材を紹介。生産履歴の記帳と提出、薬剤のラベル確認徹底を呼
び掛けました。
　池山準一部会長は「元気で楽しく作ることが一番。農作業事
故に気を付け、安心・安全な野菜づくりに取り組んでほしい」
とあいさつしました。品種の特性や栽培ポイントを熱心に聞く部会員

ＪＡ少量多品目産直部会研修会

品種の栽培ポイントなど学ぶ

　「日本さくらの名所 100 選」に選ばれている伊佐市の忠元公
園で、約 700 本の桜が満開となりました。県内外から多くの
花見客が訪れにぎわいを見せました。
　３月 21 日から４月７日まで、第 62 回桜まつりウイークが
開催されました。ダンスや和太鼓演奏、ピアノ弾き語りなど多
彩なステージショーが繰り広げられたほか、青空軽トラ市やお
花見マルシェなどもあり、花見客を楽しませていました。
　約２㌔に及ぶ桜並木には提灯がつるされ、夜桜も楽しむこと
ができました。満開の桜を楽しむ花見客

忠元公園で桜まつりウイーク

花見客も満開の桜にうっとり

　伊佐市有害鳥獣対策協議会が３月７日、伊佐市役所でありま
した。市やＪＡ、森林組合、猟友会、鳥獣保護員ら 21 人が出席。
狩猟免許初心者講習会への助成など、鳥獣被害防止総合対策事
業計画を決めました。
　個体数の増加や生息地の拡大により被害面積は拡大していま
す。今年度は電気柵などの設置による被害防止策の推進に加え、
鳥獣ごとの被害発生予察による捕獲活動で農作物への被害軽減
に努めます。昨年度の捕獲実績はイノシシ 300 頭、鹿 1241 頭、
タヌキ 142 頭、アナグマ 535 頭など。 鳥獣被害防止対策について協議しました

伊佐市有害鳥獣対策協議会

被害発生予察による捕獲活動強化

　伊佐市大口山野の浜田梨園で、梨の花が満開となり、80㌃
の農園を純白に染めました。同園では「幸水」や「新高」など
７品種約 200 本を栽培しています。開花は平年並みだという
ことです。
　開花が始まり、園主の中村真さん（64）らは着果調整のため、
連日摘花作業に追われました。「今年は花が大きくて勢いがあ
る。受粉も順調そう」と語り、手作業で一輪ずつ丁寧に摘み取っ
ていました。今後は脇芽を摘む「芽かき」や袋掛けなどの作業
が行われます。 摘花作業に追われる中村さん夫妻

伊佐市の浜田梨園

園主ら摘花作業に大忙し！
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ほほえみ通信
～女性部のひろば～絆

11

　ＪＡ北さつま・ＪＡ厚生連では、総合的な健康診断
として人間ドックを行っています。
　ぜひ人間ドックを受けて健康づくりに役立ててく
ださい。申し込みと問い合わせは、ＪＡ本所経営企
画課（０９９６）５３－１１２１、川内総務経済
課（０９９６）２７－０１９１、伊佐総務経済課
（０９９５）２４－２６０７へ。

受診日 支所名 コース 募集人員
５／１３ こしき 一般 １人
５／２４ 川内 一般 ５人
５／２４ 川内 女性 ５人
５／２７ 入来 一般 ５人
５／２７ 入来 女性 １０人
５／３０ さつま 一般 １５人
５／３０ 伊佐 一般 １０人
６／６ さつま 一般 １５人
６／２８ 川内 一般 ５人
６／２８ 樋脇 一般 ５人
６／２８ 樋脇 女性 ５人
７／２６ 伊佐 一般 １０人
７／２６ 伊佐 女性 １０人
７／２９ 川内 一般 ５人
７／２９ 川内 女性 ５人
７／２９ 入来 一般 ５人
７／２９ 入来 女性 ５人
７／２９ こしき 一般 １人
７／３０ さつま 一般 １５人
７／３０ さつま 女性 １０人

　第９回ＪＡ北さつま女性組織協議会総会並びに家の
光大会が４月５日、ＪＡ本所でありました。2019年
度の重点活動は、伝統料理継承活動の実践やフレッ
シュミズ活動の促進など。ＪＡ運営にも積極的に参画
し、女性パワーを発揮しながら地域づくりへの貢献を
目指します。
　総会には女性部員約90人が出席。19年度活動計画
など議案３件を承認しました。
　豊増幸子部長は「平成が終わり、令和の時代に入る。
女性らしく、まだまだ花を咲かせましょう」とあいさ
つしました。
　家の光大会では、伊佐支部の原薗ナルさんが「あ
りがとう！家の光」の演題で体験発表を行いました。
「戦争の悲惨さ、平和の大切さを訴える活動が家の光
で紹介され、大きな反響を呼び、平和を考える輪が全
国に広がった。家の光に出合えて本当に良かった」と
語りました。

● 地域貢献目指そう ●

人間ドックのご案内

年６
回別
冊付録が

付き
ます

お申し込みはお近くの本・支店（所）へ

毎日の暮らしをいきいきさせる　いま読みたい記事がいっぱい！

食と農から始まる。

ＪＡグループのファミリー・マガジン

健康手芸

毎月３大特集

ＪＡ自己改革や
協同のたいせつさを
伝える記事も
わかりやすく！
全国の地域情報も掲載

ＪAグループ  家の光協会　〒162-8448 東京都新宿区市谷船河原町 11　TEL.03-3266-9039  http://www.ienohikari.net　

&

デザインを一新して、さらに読みやすく使いやすくなりましたデザインを一新して、さらに読みやすく使いやすくなりました

誌代（税込） 2019年11月号まで 2019年12月号より
食と農から始まる。ＪＡグループのファミリー・マガジン

普通月号
付録月号（1･4･5･7･9月号）
家計簿付き12月号

617円
906円

1,008円

629円
922円

1,027円
※消費税率変更にともない、2019年12月号より定価を改定します。

活動計画など議案３件を承認しました

戦争の悲惨さ、平和の大切さを訴える原薗さん
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板木技術士事務所●板木利隆

新鮮な味がたくさん取れるサヤエンドウ

　

栽
培
管
理
が
楽
で
失
敗
も
少
な
い
サ

ヤ
エ
ン
ド
ウ
。
店
頭
で
は
得
ら
れ
な
い

新
鮮
さ
が
魅
力
。
家
庭
菜
園
に
は
ぜ
ひ

取
り
入
れ
た
い
野
菜
で
す
。

　

カ
ロ
テ
ン
含
有
量
が
多
く
、
分
類
は

緑
黄
色
野
菜
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
食
物
繊

維
も
豊
富
。
使
い
道
は
サ
ラ
ダ
や
汁
の

実
、
煮
物
に
と
広
く
、
飽
き
ず
に
重
宝

し
ま
す
。

　

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
列
挙
す
る
と

次
の
通
り
で
す
。

（
1
）
連
作
畑
を
避
け
る

（
2
）
ま
き
ど
き
を
誤
ら
な
い

（
3
）
冬
に
株
が
風
で
振
り
回
さ
れ
る

の
を
防
ぐ

（
4
）
伸
び
出
し
た
つ
る
が
よ
く
絡
み

付
く
よ
う
し
っ
か
り
し
た
支
柱
を
立
て

る
　

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
野
菜
の
中
で
も
特

に
連
作
を
嫌
う
性
質
が
あ
り
ま
す
。
4

〜
5
年
は
エ
ン
ド
ウ
を
作
っ
た
こ
と
の

な
い
畑
を
選
び
ま
す
。

　

種
ま
き
の
適
期
は
10
月
20
日
前
後
を

目
安
と
し
ま
す
。
寒
い
地
域
で
早
ま
き

す
る
と
、
大
き
く
育
っ
て
か
ら
厳
し
い

寒
さ
に
遭
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
寒
害

を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。
種
袋
の
説

明
と
地
域
の
慣
行
を
よ
く
調
べ
て
決
め

ま
す
。

　

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
茎
葉
が
柔
ら
か
く
、

越
冬
中
に
株
が
風
に
振
り
回
さ
れ
、
茎

が
折
れ
た
り
枯
死
し
た
り
し
や
す
い
の

で
、
草
丈
が
15
〜
20
ｃ
ｍ
に
伸
び
た
ら

短
い
支
柱
を
交
差
さ
せ
て
立
て
、
株
を

固
定
し
た
り
、
畝
に
沿
っ
て
稲
わ
ら
を

半
折
り
に
し
下
方
を
土
に
埋
め
、
簡
易

の
風
よ
け
を
作
っ
た
り
、
べ
た
掛
け
資

材
で
覆
っ
た
り
し
て
寒
風
か
ら
守
っ
て

や
り
ま
す
。

　

越
冬
後
草
丈
が
20
〜
25
ｃ
ｍ
ぐ
ら
い

に
な
る
頃
に
は
巻
き
ひ
げ
も
出
る
の
で

早
め
に
支
柱
を
立
て
、
こ
れ
に
絡
ま
せ

る
よ
う
、
つ
る
を
誘
引
し
て
や
り
ま

し
ょ
う
。

　

支
柱
材
と
し
て
は
、
細
枝
が
た
く
さ

ん
つ
く
サ
サ
や
、
小
枝
が
よ
く
付
い
た

木
の
枝
が
最
適
で
す
が
、
入
手
で
き

な
い
場
合
は
木
く
い
に
横
竹
を
渡
し
、

所
々
に
細
わ
ら
を
つ
る
す
方
法
、
そ
れ

ら
が
な
け
れ
ば
果
菜
用
の
支
柱
材
を
立

て
、
横
に
3
段
ほ
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ひ

も
を
渡
し
た
り
、
キ
ュ
ウ
リ
の
誘
引

ネ
ッ
ト
（
網
目
15
ｃ
ｍ
）
を
取
り
付
け

る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

肥
料
分
は
多
く
は
必
要
な
い
の
で
、

前
作
に
野
菜
を
育
て
た
畑
な
ら
、
越
冬

前
に
畝
に
沿
っ
て
軽
く
溝
を
作
り
、
1

株
当
た
り
化
成
肥
料
大
さ
じ
2
杯
ぐ
ら

い
、
本
支
柱
を
立
て
た
後
に
、
畝
の
反

対
側
に
同
量
を
施
し
、
土
を
盛
り
上
げ

て
畝
を
形
作
る
程
度
で
足
り
る
で
し
ょ

う
。

こんにちはAコープです!

これからの農業を担う若い世代
を代表し、県立農業大学校の学生
が研究発表を行いました。

　姶良市文化会館「加音
ホール」で３月27日、恒
例の「Ａコープ店舗利用
者懇談会」会員の集いを
開きました。県下68店
舗の会員、生産者が参

加。生産者直売コーナー
の取り組みや設置状況の報告、特別講演会、お楽しみ抽選
会などがあり、参加者は楽しいひとときを過ごしました。

総勢732人。
ＪＡ北さつま管内
７店舗から57人の
会員・生産者が参
加しました。

第35回Aコープ店舗利用者懇談会会員の集い

参加賞のＡコープ
お薦め品詰め合わせ



①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
室

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係
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二重マスの文字をA～Eの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■ヨコのカギ ■タテのカギ

郵便はがきに①答え②郵便番号
③住所④氏名⑤年齢⑥意見・感想な
どを書いて、左記の宛先まで送って
ください。正解者の中から抽選で10
名の方に粗品をプレゼントします。
締切は5月24日。（クイズの応募で
取得した個人情報については、これ
以外には使用いたしません）

カキツバタやハナショウブに似た
花が咲きます
包丁の刃を受け止めます
他の人には教えないでね
歯のある履物
うどんや牛丼に掛ける調味料
ボールを使った曲芸がうまい海獣
漢字では無花果と書く果物
素人ではありません
はたきで取り除く物
大地真央や天海祐希は宝塚──団
の元トップスター
これごと食べられる豆もあります

プロではありません
アグネス・チャンのデビュー曲は
『──の花』
堀端などでゆらゆらと枝を揺らす
木
ラッコやカワウソはこの仲間
3月はマーチ、4月はエイプリル。
5月は？
歩き過ぎると棒になるかも
定年──を迎え、第二の人生をス
タートさせた
土地を売買するときの値段
液体から固体をこし取ること
大さじの1/3の容量です
晩ご飯のことです
農協､取説、メアド、合コンなど
──は金なり

1

2
4
5
6
10
12
13
14
17

19

1
3

7

8
9

10
11

15
16
18
20
21
22

　第１回理事会を３月29日に開き、次の事項に
ついて協議しました。
【議案】
①平成30年度末決算検討及び剰余金処分につ
いて
②平成30年度における一般貸倒引当金の計上
について
③平成30年度における税効果会計について
④2019年度事業収支計画について
⑤第４次中期３ヵ年事業収支計画について
⑥2019年度固定資産及びリース取得について
⑦2019年度余裕金運用について
⑧定款の一部変更について
⑨定款附属書役員選任規程の一部変更について
⑩規約の一部変更について
⑪管理規程の一部改正について
⑫就業規則の一部改正について
⑬臨時雇就業規則の一部改正について
⑭職員給与規程の一部変更について
⑮監事監査規程の一部変更について
⑯会計監査人の選任について
⑰平成30年度末資産査定結果について
⑱平成30年度末貸出金償却に係る「個別貸倒引
当金繰入（無税）」について
⑲不良債権比率３ヵ年計画について
⑳2019年度コンプライアンス実施計画につい
て
㉑2018年度全般統制・不祥事未然防止行動計画
実践報告及び2019年度不祥事未然防止行動
計画について
㉒総代選出のすすめ方について
㉓総代選挙管理者・立会人等の指名について
㉔信用事業運営方針について
㉕利益相反管理規程の一部改正について
㉖組合と理事との契約について
㉗組合員に対する「肉用牛組織的導入（預託）事
業」の実施について

【報告】
①平成30年度下期監査実施報告について
②平成30年度内部監査年間報告及び業務活動
報告について
③ＪＡ全国監査機構期末監査Ⅱの実施について
④2019年度連続職場離脱取組実施要領につい
て
⑤ＪＡバンク苦情等対応要領の一部改正につい
て
⑥不祥事再発防止策にかかる履行状況（２月）に
ついて
⑦コンプライアンスプログラム実践評価につい
て
⑧苦情等報告について（平成30年12月～ 31年２
月）
⑨事務ミス発生状況について
⑩2019年２月末余裕金運用状況報告について
⑪平成30年度末組合員の加入及び脱退の状況
について
⑫ＪＡバンク基本方針の変更について
⑬定期積金にかかる集金業務の縮小について
⑭共済掛金の集金業務について
⑮平成30年度ＪＡ北さつま管内肉牛枝肉共励
会成績について
⑯子牛・成牛せり市実績について

理事会だより

応募方法

３月号当選者発表 ４月号の解答

当選者は６月号で発表します。

　３月号「パズル？　頭の体操」
当選者は次の方々に決まりまし
た。おめでとうございます。

▽中村真弓さん ▽西原和子さん

▽岡本八子さん ▽髙橋照美さん

▽奥薗満徳さん ▽佐藤美恵子さん

▽栗須育子さん ▽吉岡麻利子さん

▽南恵子さん ▽上鵜瀬ヨシ子さん

モ ク レ ン



今月の表紙 すまいるキッズ

中
なかぞの

薗　希
のぞみ

美ちゃん（7）

　　　太
たいき

希くん（5）
☆好きな食べ物は？
希美ちゃん「ミカン」
太希くん「お菓子」

☆大きくなったら何になる？
希美ちゃん「お花屋さん」
太希くん「ルパンレンジャー」
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ＪＡ北さつま農業機械課車両出張料
サービス価格改定のお知らせ

１．出張料対象車両及び価格（ＪＡ北さつま管内1回につき）
車　　両 旧価格 新価格

ユニック車・積込車
（２㌧以上） 1,000円 3,000円

※上記金額に消費税は含まれていません。

２．価格改定の実施時期
　　　平成31年４月１日より
〈問い合わせ〉農業機械課（☎0996-53-1248）または
　　　　　　お近くのＪＡ農機センターへ。

声かけ・呼びかけ・事故防止！
～ＪＡグループ鹿児島　春の農作業安全月間～

全国計 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年
350 350 338 312 312

1 北海道 （18） 鹿児島 （20） 熊　本 （25） 長　野 （18） 北海道 （17）
2 茨　城 （17） 北海道 （19） 北海道 （17） 熊　本 （17） 岡　山 （17）
3 熊　本 （15） 千　葉 （18） 青　森 （15） 青　森 （13） 鹿児島 （16）
4 岩　手 （15） 熊　本 （18） 千葉・岐阜・福岡

（14）
鹿児島 （14） 福　岡 （16）

5 鹿児島 （14） 福　島 （15） 福　岡 （12） 岩　手 （14）

鹿児島県農協労働保険事務組合

　４月から６月はＪＡグループ鹿児島「春の農作業安全
月間」です。
　平成29年度の農作業死亡事故は全国で304件発生し
ています。４月より事故発生率が高まり、5月は38件

（12.5％）で最高の発生月となっています。（農水省発
表）忙しいときこそシートベルトやヘルメットの着用、
道路走行時のブレーキの連結、安全フレームの設置など
を家族や仲間に声を掛け合って、農作業の事故防止に努
めましょう。
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薩摩中央高校×JA北さつま
夏休み特別コラボ企画 第１回あぐりキッズスクール 申込書・同意書

ふりがな 性別

男　・　女氏　　名

生年月日　　平成　　　年　　　月　　　日 年齢　　　　　　歳

住　　所

自宅電話番号

緊急連絡先（携帯）

保護者氏名（同伴者）

体 験 学 習
授業名を記入

例：野菜

第 1 希望 第 2 希望 第 3 希望

同　意　書
　私は、上記申込書に記載の親権者として、貴高と貴組合が主催する薩摩
中央高校×ＪＡ北さつま夏休み特別コラボ企画「第 1 回あぐりキッズスクー
ル」に参加するとともに、下記の事項について同意します。

記
　１．主催者側が緊急処置のため医療施設に連れて行った場合、その医療

施設での経費を支払うこと（主催者による過失の場合は除く）
　２．参加中に撮影した写真やコメントを、ＪＡ北さつまの広報活動（広

報誌、ホームページ、日本農業新聞等）と薩摩中央高校の広報活動に
利用すること

　2019 年　　　月　　　日

保護者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　印

※個人情報につきましては、「あぐりキッズスクール」関連以外には使用いたしません。

ＪＡ北さつま　経営企画課 行き

切
　
り
　
取
　
り
　
線

切
　
り
　
取
　
り
　
線

FAX：0996-52-1404
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編
集
・
発
行
／
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
経
営
企
画
室

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地

電
話
 ０
９
９
６
（
５
３
）
１
１
２
１
（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.ja
-k
ita
sa
tsu
m
a
.o
r.jp/

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
４
枚
の
葉
は

さ
つ
ま
川
内
・
さ
つ
ま
・
伊
佐
と
組
合
員
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
で
多
く
の
方
々
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
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板木技術士事務所●板木利隆

栄養豊か花も楽しめるオクラ

5
CLO
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CLO
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第 1回薩摩中央高
校×ＪＡ北

さつま

夏休み特別
コラボ企画 参加者

募集！

県立薩摩中央高校とＪＡ北さつまでは、
次世代を担う子どもたちに

「食」と「農」の大切さを伝えるため
「あぐりキッズスクール」を開催します。

体験学習を通じて農業の楽しさを学びましょう。

〈お問い合わせ・申込先〉
　ＪＡ北さつま経営企画課「あぐりキッズスクール」係
　〒895-1811　さつま町虎居745　☎0996-53-1121　ファクス 0996-52-1404

★開　　催　2019年7月26日㈮ 午前10時～12時　

★開催場所　薩摩中央高校（さつま町虎居1900番地）
★受  講  料　無料
★対  象  者　ＪＡ北さつま管内の幼稚園・保育園児、小学校低学年生（5～9歳）

★募集定員　60名（保護者含む。定員になり次第締め切らせていただきます）

★募集締切　2019年5月28日㈫
★申込方法　「第1回あぐりキッズスクール申込書・同意書」に必要事項を記入の上、
　　　　　　下記の宛先か最寄りのＪＡ支所窓口までお申し込みください。
★そ  の  他　現地集合・現地解散となります。お申込みいただいた方には、後日、
　　　　　　詳細のご案内を送付させていただきます。

※未就学児は保護者同伴

参加者全員に

記念品を

プレゼント！

※希望する授業につきましては、裏面の申込書・同意書の記入欄に第1～第3希望をご記入ください。

やさいの
　おはなし

【内容】

【内容】
【内容】 【内容】

【内容】

【内容】
【授業】野菜

【授業】機械工作
【授業】草花

【授業】畜産【授業】果樹

【授業】食品加工

おはなを
  そだてよう くだものを

そだてて
みよう

ウシをじっくり
かんさつしよう

おかしを
つくって
たべよう

ネコバスで
こうないを
はしろう

体 験 学 習

定員
10名

定員
10名 定員

10名
定員
10名

定員
10名

定員
10名

①

② ③ ④ ⑤

⑥

※雨天決行
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線


